
平成２６年４月１９日に開催しましたまちづくり基本条例講演会は、参加者が７６名でした。

そのうち、５８名からアンケートのご回答をいただきました。

１－１　あなたの性別を教えてください。

人 ％

男性 43 74

女性 14 24

未回答 1 2

１－２　あなたの年齢を教えてください。

人 ％

20歳台 3 5

30～39歳 3 5

40～49歳 20 35

50～59歳 17 29

60歳以上 15 26

２　講演会の開催を何で知りましたか。（複数回答有り）

人 ％

１　広報おおむた 18 31

２　ホームページ 1 2

３　チラシ・ポスター 18 31

４　その他 20 36

３　大牟田市がまちづくり基本条例の制定の取り組みを進めていることを知っていましたか。

人 ％

１　知っていた 43 74

２　知らなかった 15 26

大牟田市まちづくり基本条例講演会アンケートの結果
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４　講演を聞いて、どこにまちづくり基本条例の必要性を感じましたか。（複数選択可）

人

12

24

21

31

５　その他 3

その他の意見

・地域に住む人が必要なこと

・ニーズに対する役割分担

・現状を知ること

５　大牟田市のまちづくり基本条例に期待することはなんですか。（複数選択可）

人

１　市民の市政への参加が促進されること 25

２　市民と行政との役割が明確になること 18

３　市民と行政とが情報を共有すること 27

４　地域コミュニティが活性化すること 32

22

６　その他 5

その他の意見

・地域に住む人が必要なことをいくつか選ぶこと

・問題点の共有

・職員も市長である意識

１　地方分権の推進

２　市民と行政との協働

３　市民活動の広がり

４　協働の考え方やルールの明確化

５　市民活動が活発になること
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６　その他ご意見やご感想などがございましたらご記入ください。

わかり易い内容でしたが、実践に結びつく条例作りはなかなか難しいなあという感はあります。

人口変動の危機についてわかりやすく学べました。そして自分も意識改革し、機会をとらえて参加
できることには参加していきたいと思います。ご講演ありがとうございました。

市民協働の理論的な根拠が市民の方にもわかりやすく話していただいたと思います。介護保険
事業計画策定のプロセスと全く同じです。次回は具体的な先進都市等の事例を紹介してもらえた
らと思います。

条例にどのような内容が盛り込まれる必要があるのか不明な感じがする。日常的に必要な条例
にならないと知らぬ間に忘れられてしまうおそれがあるように思われる。

条例の制定はじっくり腰をすえて時間をかけてつくって欲しい。市長も行政職員も意識の変革を先
にすべきである。まちづくり、地域づくりについての多くの先進事例を提示して欲しい。むだな事業
をやめる努力！まち協をどう動かすのか？

基本条例がどんなものかはまだよくわからない。何が入るのか？

住民同士の議論の活発化が促進されなければ、自治体は事業の取捨選択を行うことができない
ことが納得できた。

まちづくりや協働について改めて知る機会となり、とても良い勉強になりました。私の中では、どこ
まで住民に対し仕事をすれば、ニセ協働にならないのかがわかりません。今後、話し合っていって
地域のニーズを知り、一番の問題を見つけ改善できる協力をできるよう考えていけたらなと思いま
す。

メモを取る為への配慮として机が欲しかった。（他にイベントもあっていなかったので150はあった
のでは？）後方からはスクリーンが非常に見えにくかった。ライトを半分落として欲しかった。途中
でされても遅い。

今日の講演会は、役所職員向けの講演会だと感じました。私はまちづくり市民検討会にかかわっ
ていないので、何となくまちづくりに興味があって参加したので、もっと具体的なお話かと思って参
加しました。

ニワトリが先ではなく、タマゴが先である方がよいと思います。

現在61歳。まだ仕事をしています。この先大牟田で住んで死ぬまで病院になるべくかからないで
健康でいたいと思います。具体的に自分なりに実践しています。食物と運動。行財政面でみると
高齢者医療の削減（ムダな医療費をださないから）。健康に関心のある人たちとも知り合いになり
たいと思っています。

大変勉強になりました。

まちづくり基本条例に関する基本的な考えを知ることができてよかった。しかし、題名が「大牟田
市まちづくり・・・」となっており、大牟田の話が少なかったように思われる。

藻谷浩介氏のデータに基づく大牟田成長モデルは”人の誘致”（税金を払える高齢者）となる（企
業誘致ではない）。そのため、基本条例を考えるべきだと思う。大牟田、全国平均の10年先の高
齢化率⇒健康長寿社会への誘導化。イキイキ自立高齢者の実現。

まちづくり協議会の推進を強く望みます。行政が選択し、市民と情報を共有、活発に活動する。

何が変われば・・・

非常に有意義な講演会でした。質問の機会があってとても良かったです。2040年、2050年に向け
て考えなければならぬ問題点がわかって、それに如何に対処するか考える目標がはっきりして面
白かったです。これから提案したいこともありますが、この紙面に書ききれないので別途提案した
いです。


